
本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

21,003 23,463 △ 2,460 0 0 0 19,400 1,603 【主な経費】
10 総務費 消耗品費、事務用品 3千円
5 総務管理費 補助金 21,000千円
6 企画費  ・大山恵の里づくり促進事業補助金            21,000千円

（公益事業15,000千円+農産物処理加工施設事業6,000千円）

3,500 4,500 △ 1,000 1,750 0 0 0 1,750 【主な経費】
10 総務費 委託料 3,500千円
5 総務管理費
6 企画費

841 911 △ 70 0 0 0 30 811 【主な経費】
10 総務費 修繕料  加工所備品修繕料 30千円
5 総務管理費 保険料  食品営業賠償共済掛金 11千円
12 総務施設管理費 委託料  管理委託料 800千円

120 120 0 0 0 0 0 120 【主な経費】
10 総務費 消耗品費 トイレットペーパー等 3千円
5 総務管理費 光熱水費 電気、水道、下水道利用料 40千円
12 総務施設管理費 修繕料 トイレ修繕料 50千円

委託料 トイレ清掃委託料 27千円

大山恵みの里プロジェク
ト推進事業

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

地方創生推進事業（企画
費分）

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

（単位：千円）

大山の恵みを広くＰＲするとともに、大山恵みの里公社と連携を図り、ブランドイメージの
向上、町内産品の販路拡大等を行う。

●「大山町地域経済活性化スクール」を単なる教養講座に終わらせず、実地に企業、事業拡
大を図る事業者を育成していく現場重視の実務講座として発展させていく。その中で、受講
者が講師として後進を育てていく循環を確立していく。

●産官学金の連携を一層促進し、既存資産の有効活用と合わせた効果的な事業展開を図る。

款・項・目

高田工業団地公園管理事
業

逢坂農産物処理加工所管
理事業

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

事 業 概 要

事業名称

逢坂農産物処理加工所の管理運営に要する経費。施設管理はやらいや逢坂に委託する。

公園広場、トイレの維持管理を行う。



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

379 401 △ 22 0 0 0 0 379 【主な経費】
10 総務費 消耗品費 管理用消耗品 5千円
5 総務管理費 光熱水費 電気代 96千円
12 総務施設管理費 修繕料 施設修繕料  50千円

保険料 建物火災保険料 98千円
委託料 消防設備保守点検料 88千円
    浄化槽保守点検委託料 42千円

10 10 0 0 0 0 0 10 【主な経費】
10 総務費 保険料  建物火災保険料 10千円
5 総務管理費
12 総務施設管理費

25,606 15,718 9,888 0 0 0 22,000 3,606 【主な経費】
10 総務費 需用費（消耗品、修繕料） 520千円
5 総務管理費 役務費（手数料、保険料） 1,405千円
12 総務施設管理費 委託料（指定管理、フットボールセンター） 23,152千円

使用料（用地借上料、リース料） 529千円

475 475 0 0 0 0 0 475 【主な経費】
15 負担金   遭難防止協会負担金 475千円
5 社会福祉費
1 社会福祉総務費

事 業 概 要

事業名称

道の駅事務所管理費

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

旧光徳小学校

款・項・目

旧光徳小学校の維持管理を行う。

道の駅事務所（旧国土交通省施設）の管理に要する経費。

夕陽の丘神田運営事業

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

遭難防止事業

大山遭難防止協会への負担金。
遭難防止協会では冬山パトロールや遭難等の際に使用する装備資器材の更新等行っている。

大山恵みの里公社が本部事務所として使用している。

夕陽の丘神田の管理に要する経費。
管理は指定管理者が行っている。



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

42 42 0 0 0 0 0 42 【主な経費】
30 農林水産業費 保険料  建物火災保険料 42千円
5 農業費
6 農業施設運営費

10,024 9,644 380 0 415 0 3,005 6,604 【主な経費】
35 商工費 報償費 中小企業小口融資審査委員謝礼金 29千円
5 商工費 負担金 鳥取県産業振興機構賛助会費 20千円
2 商工振興費 補助金及び交付金

 大山町商工会補助金 5,200千円
 小規模事業者経営改善貸付金利子補給補助金 430千円

112千円
 創業支援補助金 1,000千円
 大山町地域経済変動対策資金｢異常気象雪不足対策枠｣利子補給金 838千円
 大山町公共施設等活用事業によるコンテンツ産業等立地支援交付金 390千円
貸付金 中小企業小口融資貸付金 2,005千円

1,000 2,500 △ 1,500 0 0 0 1,000 0 【主な経費】
35 商工費 補助金及び交付金
5 商工費  雇用創出促進交付金 1,000千円
2 商工振興費

事業名称

農産物処理加工施設管理
費

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

大山町商工会の支援、小規模事業者の受注機会増支援、金融支援等により経済活性化を図る
もの。

商工振興費（一般）

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

雇用促進助成事業

雇用した場合に3年間法定福利費相当額の交付を行う。

農産物処理加工所の管理に要する経費。
大山恵みの里公社が「手作り工房大山恵みの里」として使用している。

事 業 概 要



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

4,500 4,500 0 2,250 0 0 0 2,250 【主な経費】
35 商工費 委託料 グルメ食道プロジェクト事業 3,000千円
5 商工費 補助金 商品力向上支援事業補助金 1,500千円
2 商工振興費

105,311 117,574 △ 12,263 0 0 0 8,317 96,994 給料外人件費 75,609千円
35 商工費 賃金 嘱託職員賃金 2,464千円
5 商工費 報償費 観光案内謝礼ほか 5千円
3 観光費 旅費 観光客誘致事業ほか 200千円

消耗品費  一般消耗品 249千円
燃料費 公用車5台、発電機ほか 749千円
光熱水費  電気料金ほか 990千円
修繕料  備品修繕、自動車修繕ほか 889千円
通信運搬費 携帯電話5台 60千円
手数料 クリーニング代ほか 95千円
保険料  建物火災保険、自動車保険料 360千円
委託料 1,179千円
 ・南光河原公衆トイレ清掃委託 315千円
 ・大山パークウェイ交通量調査委託（年2回） 648千
円
 ・知名度調査委託  216千円
使用料及び貸借料 南光河原駐車場土地使用料ほか 239千円
負担金  鳥取県観光連盟負担金ほか 19,966千円
補助金 2,180千円
 ・大山僧兵太鼓保存会補助金 180千円
 ・温泉活用促進補助金 1,000千円
 ・大山歴史探訪ウォーク補助金 1,000千円
公課費 自動車重量税 77千円

事業名称

地方創生推進事業（商工
振興費分）

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

国立公園大山を中心とした観光資源を対象に、観光情報を発信・PRし、大山町への誘客、物
産販売等につなげる。
嘱託職員1名雇用し、観光案内業務を行う。
公用車6台(5人乗り4台、8人乗り1台、2tトラック1台)で町内、県内外での出張・イベントに
効率的に対応する。
観光関係機関、団体等への諸負担金、補助金等、その他観光事業に係る諸費用を計上。

 平成27年度より「グルメ食道プロジェクト飛躍編」として、大山町内を特色ある「食」で

ある商品づくり、情報発信事業に取り組む。
 町内を活動拠点とする加工製造者や旅館、飲食店などの事業者がホームページ、商品パッ
ケージや商品パンフレットを改良する場合にその経費の1/2（上限200千円）を助成する。

観光費（一般）

事 業 概 要



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

830 830 0 0 0 0 0 830 【主な経費】
35 商工費 広告料  大山夏山開き祭特番広告料（大山町負担分） 130千円
5 商工費 負担金  大山エリア観光二次交通整備推進協議会 700千円
3 観光費

300 374 △ 74 0 0 0 0 300 【主な経費】
35 商工費 修繕料 100千円
5 商工費 保険料  建物共済分担金 22千円
3 観光費 使用料  土地使用料 178千円

1,140 1,144 △ 4 0 0 0 0 1,140 【主な経費】
35 商工費 記念品等   大会入賞者記念品 140千円
5 商工費 負担金  皆生・大山SEA TO SUMMIT負担金 1,000千円
3 観光費

29,295 27,735 1,560 0 0 0 0 29,295 【主な経費】
35 商工費 光熱水費  観光案内所電気使用代 775千円
5 商工費 通信運搬費  観光案内所電話・ＦＡＸ代等 204千円
3 観光費 委託料  大山町観光案内所運営委託 12,360千円

使用料  テレビ視聴料 7千円
負担金  大山観光局負担金 1,850千円
補助金及び交付金 ・大山町観光協会補助金等 10,099千円
         ・大山ツアーデスク運営補助金 4,000千円

事業名称

スキー場サービスセン
ター

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

観光二次交通整備支援事
業

款・項・目

２次交通の不便さが大山エリア観光のアキレス腱である。観光シーズンにるーぷバスを運行
すれば、定期路線と合わせるて米子駅→大山寺の利便性向上を図る。協議会において、運行
補助・利用促進を行っている。

大山スキー場の入り口に位置する施設「だいせんホワイトリゾートサービスセンター」の維
持管理費。

地域が発祥のSEA TO SUMMITを通じてモンベルの広報誌などを利用し全国で広くPRする。
特に平成26年度にこのSEA TO SUMMITのコースがジャパン・エコ・トラック第1号に認定
された事によりさらに注目が集まっている。このコースで大会を開催する。
 また、30年度大会は記念の第10回大会の年となり、SEA TO SUMMITサミットも予定され
ている。

SEA TO SUMMIT事業

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

大山町観光協会支援事業

大山町観光案内所の運営、大山観光局及び大山町観光協会に対する支援事業
観光協会本部はガイド養成など共通業務、各支部はそれぞれの地域性や伝統などを活かした
独自事業を担当する。大山観光局は観光地としての「大山」の魅力向上、受け入れ体制整
備、認知度向上事業、旅行商品造成などを行う。

事 業 概 要



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

3,118 7,413 △ 4,295 0 0 0 3,118 0 【主な経費】
35 商工費 報償費  観光広報記念品等 48千円
5 商工費 印刷製本費  観光パンフレット等印刷 1,782千円
3 観光費 修繕料  観光案内看板等 250千円

通信運搬費  景品等送料 5千円
広告料  雑誌、ラジオ等 523千円
委託料  観光パンフデータ、看板壁面修正等 498千円
使用料  看板土地使用料 12千円

938 996 △ 58 0 0 0 0 938 【主な経費】
35 商工費 旅費 219千円
5 商工費 消耗品  イベント出展用ほか 19千円
3 観光費 施設修繕料  モンベル大山店 100千円

通信運搬費  モンベルフェア物品送料 80千円
保険料  モンベル大山店建物共済分担金 39千円
使用料  モンベル大山店土地代ほか 3千円
負担金  モンベルフレンドエリア登録負担金ほか 478千円

886 2,590 △ 1,704 0 0 0 0 886 【主な経費】
35 商工費 旅費 ヒアリング、セミナー等 286千円
5 商工費 消耗品費 サミットブース出展用 100千円
3 観光費 負担金 日本遺産大山山麓魅力発信推進協議会 500千円

事業名称

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

観光広報事業

町内観光案内関係の看板の整備、修繕、観光パンフレットや登山マップにより観光ＰＲを行
う。

モンベル社を活用した全国へのＰＲ活動として、モンベルフレンドタウンに登録する。モン
ベルクラブ会員は現在80万人を超えており、モンベル社のＨＰにも掲載されるため、かなり
のＰＲ効果が期待できる。

モンベル活用事業

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

日本遺産魅力発信推進事
業

日本遺産に認定された大山山麓の魅力を地元を含めた国内外に発信し、積極的な誘客を図
る。

事 業 概 要



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

49,877 35,141 14,736 23,938 0 0 0 25,939 【主な経費】
35 商工費 負担金 大山山麓推進協議会負担金 49,877千円
5 商工費
3 観光費

18,000 0 18,000 9,000 0 0 0 9,000 【主な経費】
35 商工費 委託料
5 商工費  総合案内施設機能強化事業委託料 8,000千円
3 観光費  複合商業施設を核とした集客力強化事業委託料 5,000千円

 高度人材活用による情報発信力強化事業委託料 5,000千円

8,000 0 8,000 4,000 0 0 0 4,000 【主な経費】
35 商工費 委託料
5 商工費  文化歴史資産の商業利用事業委託料 2,300千円
3 観光費 補助金及び交付金

 文化歴史資産等の活用による知的満足度向上補助金 1,700千円
 スキー場グリーンシーズン活用補助金 4,000千円

事業名称

地方創生推進事業（観光
費分）

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

大山開山1300年祭事業及びＰＲ等。

大山エリアの地域資源を活かしたにぎわい創出事業に取り組む。
・インバウンド、着地型商品販売のため、観光案内所をワンストップ総合案内としての機能
強化を図る。
・大山参道市場を核として集客を目指し、大山エリアの中心地とする。
・高度人材の活用による情報発信機能の強化を図る。

地方創生推進交付金事業
（来訪者受入体制強化）

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

地方創生推進交付金事業
（地域の魅力向上）

優れた文化歴史資産や未活用の資源を活かし、地域の魅力向上に取り組む。
・文化歴史資産の活用
・スキー場のグリーンシーズン活用・温泉の活用による来訪者数平準化

事 業 概 要



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

3,000 0 3,000 1,500 0 0 0 1,500 【主な経費】
35 商工費 補助金
5 商工費  高度人材活用によるマーケティング強化事業補助金 3,000千円
3 観光費

8,000 0 8,000 4,000 0 0 0 4,000 【主な経費】
35 商工費 委託料
5 商工費  大山エコトラック推進強化委託料 2,000千円
3 観光費  冬季商品の開発強化委託料 1,000千円

 高度人材活用による企画力強化事業委託料 5,000千円

11,584 0 11,584 0 0 0 10,000 1,584 【主な経費】
35 商工費 警備システム委託料 420千円
5 商工費 建物火災保険料 324千円
3 観光費 指定管理委託料 10,000千円

用地借地料 840千円

事業名称

地方創生推進交付金事業
（来訪者満足度向上）

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

 Ｈ２９に初年度取り組みとして、高度人材の確保を委託した(一社)大山観光局（大山ツ
アーデスク部門）において雇用された職員を中心に、継続し大山観光地域のマーケティング
強化に取り組む。
 具体的成果目標としては、課題であった定番商品にできるツアー商品づくり。
 また、高度人材の持つ企画力を水平展開し。地域で活躍できる人材を育成する。
 Ｈ３０年度からは地域事業者の自主的運営を促すため、委託事業から補助金へ移行し、人
件費に対し一定額を助成する。

地方創生推進交付金事業
（商品力強化）

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

大山参道市場運営事業

事 業 概 要

 大山エコトラックの機運醸成、町内及び周辺地域へのPR活動を実施しつつ、旅行商品の定
番化を図る。また、冬に特化したエコツアーの開発、強化、定番化を図る。
 これにより、1年を通じての体験エコツアー実施、定番化を図る。
「こもれびと」をOJTの場とし、高度人材を活用しながら地域人材の発掘・育成・企画力強
化を行う。もって今後の大山町の観光産業に貢献するような人材を輩出していく。

 平成29年度に地方創生拠点整備交付金で建築した、複合商業施設「大山参道市場」の管理
運営を行う。
 店舗は、飲食店のほか、特色ある土産物などの物販、休憩スペースを完備。また、小イベ
ント等を実施することで、「ひとだまり」ができるスペースとして運営、活用を進める。



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

3,288 13,538 △ 10,250 0 0 0 0 3,288 【主な経費】
35 商工費 119千円
5 商工費 消耗品費 30千円
4 企業誘致費 保険料  菅公アパレル建物火災保険料 109千円

負担金  企業連絡会議負担金 30千円
補助金及び交付金

3,000千円

6,824 7,224 △ 400 0 0 0 0 6,824 【主な経費】
35 商工費 修繕料  施設修繕料 100千円
5 商工費 保険料  建物火災保険料 124千円
5 観光施設費 道の駅「大山恵みの里」として大山恵みの里公社に指定管理委託する。 委託料  指定管理委託料 6,600千円

1,253 1,200 53 0 0 0 0 1,253 【主な経費】
35 商工費 委託料  管理委託料 1,253千円
5 商工費
5 観光施設費

事業名称

企業誘致費（一般）

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

観光交流センター管理費

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

道の駅管理費

款・項・目

大山町観光交流センターの管理に要する経費。

国から管理を任された公衆便所棟・情報提供棟等の管理を大山恵みの里公社に委託する。

道の駅（国施設）の管理に要する経費。

事 業 概 要

携を図る。



本年度予算額 前年度予算額 比較 国庫支出金 県支出金 地方債 その他の財源 一般財源 経 費 内 訳

平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 事 業 概 要 説 明 書
所属：観光商工課 （単位：千円）

7,325 7,412 △ 87 0 0 0 0 7,325 【主な経費】
50 教育費 消耗品  クロカンコース備品等 46千円
25 保健体育費 スポーツ公園各施設の適正な管理運営を行う。大山観光局が維持管理。 保険料  ジャンプ競技審判台、運動広場トイレ建物共済 57千円
2 体育施設費 委託料 6,874千円

 ・指定管理委託料  6,000千円
 ・クロスカントリーコース整備委託  874千円
使用料   ジャンプ台土地 348千円

520 689 △ 169 0 0 0 0 520 【主な経費】
50 教育費 修繕料 100千円
25 保健体育費 保険料  建物共済分担金 145千円
2 体育施設費 用地借上料  総合体育館 15千円

備品購入費（得点版、モップ） 260千円

大山総合体育館管理費

事 業 概 要

事業名称

スポーツ公園管理費

款・項・目

事 業 概 要

事業名称

款・項・目

総合体育館の適正な管理運営を行う。大山観光局が維持管理。


